
競技運営上の注意

１、選手席テント、ベンチについて

（１）本部のテントからグラウンドに向かって、左側のテントは組み合わせ表の番号の早い

番号のチームが、右側のテントは遅い番号のチームが使用してください。

（２）ベンチは、テントから離れ、ハーフウェイライン側に設けられていて、監督（１）、

役員（５）、選手（９）の１５名が着席できるようになっています。なお、雨天の場

合のベンチは選手席テントの最前列に設けます。

（３）選手席テントおよびベンチには、関係者（メンバー表に記載されている者）以外は入

れません。応援団、保護者等は逆サイドで応援するように指導して下さい。原則とし

て、試合中は監督、役員、試合に出ていない選手はベンチに着席して下さい。

（４）交代選手のトレーニングを含め、何らかの理由により、フィールド周辺を移動する場

合は、ビブス等を使用し、試合中の選手とまぎらわしくない服装とします。

２、メンバー表の提出について

（１）参加申込書の「メンバー表」に必要事項を記入し、試合開始７０分前のマッチコーデ

ィネーションミーティング時に提出（４枚）して下さい。ユニフォームの欄はマッチ

コーディネーションミーティング後に記入してください。

   

３、交代用紙の記入と提出について

（１）交代用紙はありません。メンバー表に選手交代を記入の上、第４の審判員へ提出し、

その指示に従って下さい。交代後のメンバー表はベンチへ持ち帰って下さい。

４、試合前及び交代要員のトレーニングについて

（１）試合前及び交代要員の練習場所については、会場責任者の指示に従って下さい。

５．ユニフォームについて

（１） ユニフォームは，正副２着とも必ず競技場に持参してください。

（２） ユニフォームは、シャツ・ショーツ・ソックスがセットとなったものとし、正副の

シャツ・ショーツ・ソックスが同色のものは許されません。

（３） すね当て（レガース）は正しく着用してください。ソックスからはみだしたり、後

ろ側につけたりしないで下さい。

（４） ショーツの下にはくアンダーパンツ（スパッツ）は、チームの着用するパンツと同

色（同系色は認められない）でなければならない。また，チームが単色でないショ

ーツを着用しているときは、ショーツの主となる色と同色でなければいけません。

スローガンや個人的なメッセージを表示してはいけません。半袖シャツの下に長袖

シャツを着用する場合も、半袖シャツと同色でなければいけません。



（５） ショーツに番号を貼付する場合は，背番号と同じ番号をつけて下さい。異なってい

る場合は、反スポーツ的行為として警告されることがあります。

（６）ソックスの上にテープやバンデージを巻く場合、あるいはアンクルサポーター等を着

用する場合、そのテープの色はソックスの主たる色と同じものに限ります。

６、競技場への入場について

（１） 両チームは試合開始７分前に本部席前に集合してください（２分間のピッチ内アッ

プ有り）。背番号・氏名・すね当て等のチェックをしますが、不備な場合は入場でき

ません。また、そのために競技開始を遅らせることもありませんので注意してくだ

さい。

（２） 延長戦やＰＫ方式等のために前の試合が遅れた場合は、原則として５分後に次の試

合の本部前集合を開始します。

７、ハーフタイムについて

（１） ハーフタイムのインターバルは、１０分とします。

８、アディッショナルタイム表示について

（１）アディッショナルタイムの表示を第４の審判員にて行います。

９、マッチコーディネーション・ミーティングについて

（１）対戦チーム監督、主審、会場責任者において原則として試合開始７０分前に本部にて

マネージャーズ・ミーティングを行います。ユニフォーム正副２着及びメンバー表を

持参してください。

（２） ユニフォームの類似により変更する必要があると主審が判断した場合、主審がその

試合において着用するユニフォームを決定します。主審は、ユニフォームのうち、

シャツ・ショーツ及びソックスのそれぞれについて、判別しやすい組合せを決定す

ることができます。



競技上の注意

《一般的注意事項》

１．試合中のコーチは、ベンチ及びテクニカルエリアからのみ許されます。その際、メガホ

ンの使用は認められません。また、ベンチから離れて指示をしたり、判定に対する不服

の言動があった場合は指導者、控え選手に警告・退場が命じられます。なお、テクニカ

ルエリアは１回戦から設置されます。

    テクニカルエリアを使用して指示ができるチーム役員はその都度１名とします。

２．ゲーム中に負傷者が出た場合、チーム役員は主審の許可を得たもの２名のみがフィール

ドに入ることができます。ただし、負傷の程度をみて競技者を運び出すためであり、フ

ィールド内での治療は許されません。また、フィールド内へ薬品類等が投与され、それ

を使用した場合は警告されます。

３．延長戦に入る前には、３分程度の休憩をとります。選手はフィールドを出られません（自

軍ベンチ前）が、監督・交代選手がフィールドの中へ入ることは許されます。

４．ペナルティマークからのキック（ＰＫ方式）実施前の指示は、自軍ベンチ前で主審が許

可した後１分以内とします。その際、飲み物・トレーニングウェア・薬品等の持ち込み

は許されます。

５．競技中の飲水については、アウトオブプレーのときに、ライン上で飲水できます。その

ために、タッチライン、ゴールラインから１メートル以上離れたところにボトルを置く

ことができます。

６．コロナ対策により飲水タイムをとります。



令和２年度（第５５回）長崎県高等学校新人大会サッカー競技

マッチコーディネーションミーティングについて

【出席者】会場長（総務係）・当該審判員・両チーム代表者
［進行：会場長（総務係）］ ※試合開始７０分前
※チーム関係者がそろえば会場長の判断により早めに行いたいと思い

ます。
【議題】１．両チーム代表者、審判員の紹介

（１）試合時間（延長戦・ＰＫ戦）・交代人数の確認
（２）出場停止者の確認
（３）エントリー変更届けの提出→対戦チームへ１部
（４）テクニカルエリアについて（その都度１名）

２．ユニフォームの決定
（１）審判員と確認の上、ユニフォームを決定
（２）メンバー表（４枚準備）ユニフォーム欄の記入

３．ウォーミング・アップ場所の指示
・各会場でご確認ください。
・試合中控え選手は試合選手と紛らわしくない服装で行い、ベン
チサイドでの
ボール使用禁止。

４．ピッチ内練習時間について
・各会場でご確認ください。
・試合開始の３０分前から２０分間行う。前の試合の状況により

ピッチ内
アップの時間が短縮の可能性あり。

・ハーフタイムでのピッチ内使用について。

５．フェアプレーの遵守について
・判定へのクレーム、応援席からのヤジを行わない。
・ピアス、ネックレス、ミサンガ等装飾品の着用は禁止します。

６．セミマルチボールシステム（５個）

７．天候不良（霧・雷など）などでやむを得ず試合を中断・延期し、再
試合となった場合は、中断した時点からの続きを行うこととします。
なお、審判員については勤務等の都合上、変更して行う場合があり
ます。

８．立ち入り禁止箇所の指示

９．ゴミの持ち帰りの指示

10．質疑応答、その他
  ・チームの公式記録確認
  ・チームプレートの準備
  ・ユニホームの裾入れのお願い（各チームで指導）
  ・試合中の飲水は、水のみです（会場ごとに確認）

・理学療法士について
・応援について（部員は観戦のみ、応援活動禁止）


